
項　　　目 内　　　容

1 参加者数（概算）

計画した100人（注）は参加（リアル　60人前後、Web　過去の実績からリ

アルと同数以上）　注：テーマ毎に会場の大きさが決定しており、今回は

テーマ申請時にリアル60人程度と申請

2 参加者の内訳（推察）

DF関係は、11人（？）程度（含む　代表、発表者）、PRした企業関係者、

マスコミ（労働新聞、化学工業日報）などは全て参加していただけたと感じ

ている。

3 意見、質問  他 予定した20分を超える意見交換ができた。

1

「IT,AI分野の経営層の姿勢による不祥事の懸念への対応,哲

学の必要性についてどう思うか？生成AIに対する規制の動向

は？（質問）

①Anthropic社はCLaudeに組み込む「憲法」作成のために哲学者を採用し

た。人間のあるべき姿を探求するものとして哲学の重要性は増す。②OECD

でも検討されているが、特効薬的妙案はない、と聞いている。世界レベルで

なかなか意見が纏まらないと思うが、これから重要視しなければならない課

題と考える。（西村）

2

現在の「安全」の考え方は、宇宙、原子力領域から交通安全

のような身の回りの生活まで分野を超えた共通認識になって

います。そうした中で、学問としての「安全工学」を早い段

階の一般教育課程で学べば、より早く身近な安心感につなげ

ていくことができると思うのですがどう思われますか？（質

問）

文科省は安全教育は行っていると言っているが、実際は、就職前の「安全が

大事」を身近に意識し始める大学レベルで行うのが効果的、と感じている

（新井先生）

3

社外取締役の”資質”、”業績”を評価する仕組みはあります

か？ 例えば、「組織のRS診断」を社外取締役にも受けても

らい、現在の組織の問題点を理解できているか、社外取締役

個人のリスクセンス度はどれくらいなのかなどで評価するこ

とも一案かと思います。いかがですか？（質問）

社外取締役にふさわしい資質、知見をどのように考えたらいいか？スキルマ

トリックスも活用しながら取締役会全体として機能するようにすることが重

要（柳澤さん）
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4
提案されている組織運営のチェック法は、海外の企業にも適

用されていると発表があったが、どんな状況か？（質問）

RS診断法は、現在の実績から、国内外の企業組織の運営に共通する「組織運

営に必要な、業務運営上のリスクの予兆に早く気が付く」手法であることを

実感している。（中田）

5

Aiの適用拡大の現在、アメリカ方式＝イノベーションにおけ

る強引なデイファクトスタンダード化に絡んだ経営TOPに対

する厳罰化があるが、日本方式を是非検討開発して欲しい。

（意見）

6

安全工学の体系化の歴史と最近の研究を紹介しながら、特に

「人、組織、技術」の領域で捉えた「安全研究の成果」につ

いては、わかりやすくまとめられている。今後も色々な協力

が得られると感じている。（意見）

7 発表資料の依頼
シンポジウムの後、リアル参加の2社（東レ、中小の医薬品メーカー）の方

から柳澤さんの発表資料の共有のMailがあり、柳澤さんから送付済

8 その他 PRしたリアル参加の方から、中田宛に別途ごく普通の感想も届いている


